
社
会
福
祉
士
及
び
介
碓
福
祉
士
按
等
の
山
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
 
要
綱
 
 
 

一
検
討
条
項
の
追
加
 
 

政
府
は
、
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
と
の
間
の
協
定
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
フ
ィ
リ
ピ
 
 

ン
共
和
国
政
府
の
間
の
協
議
の
状
況
を
勘
案
し
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
准
介
護
福
祉
士
の
制
度
に
つ
 
 
 

い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
訴
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
□
 
 

（
改
正
案
附
則
第
九
粂
第
一
項
関
係
）
 
 

二
 
そ
の
．
他
 
 

そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。
 
 
 



社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
 
 
 

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
…
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。
 
 
 

附
則
第
一
粂
第
叩
号
中
「
附
則
第
八
条
j
 
の
下
に
「
及
び
第
九
粂
第
一
項
」
を
加
え
る
。
 
 
 

附
則
第
九
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
■
∪
 
 

政
府
は
、
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
と
の
間
の
協
定
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
フ
ィ
リ
ピ
 
 
 

ン
共
和
国
政
府
の
間
の
協
藩
の
状
況
を
勘
案
し
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
准
介
護
福
祉
士
の
制
度
に
つ
 
 

い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
詩
ず
る
も
の
と
す
る
。
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◎
社
会
婦
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
軍
の
〟
蔀
を
改
正
す
る
法
紐
楽
に
対
す
る
修
正
 
 

○
社
会
福
祉
士
及
び
介
獲
福
祉
士
法
尊
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
抄
）
 
 

1
 
2
政
府
は
、
こ
の
娃
繚
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
＼
新
紘
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
 
 

喪
し
、
土
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
⊥
及
び
介
護
福
祉
士
の
資
格
制
廉
に
つ
 
 

い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
諌
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
 
 
 

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

坑 第 

再 次 
町叫 草 の 

似   各   

と
す
る
 
 

L
 
 t
 
 

附
 
則
 
 
 

（
施
行
期
日
）
 
 

第
一
粂
 
こ
の
法
稚
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
h
た
だ
し
l
次
の
各
 
 
 

特
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
市
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
．
．
 
 

一
第
一
粂
及
び
罪
因
条
か
ら
嬰
ハ
粂
ま
で
の
規
定
並
び
に
附
則
第
八
粂
の
規
定
 
 

公
布
の
臼
 
 
 

二
一
∴
 
〔
略
）
 
 

（
検
討
）
 
 

第
九
粂
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
新
法
の
塾
什
の
状
況
等
 
 

を
勒
来
し
、
こ
の
按
律
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
碓
福
祉
士
の
資
格
制
度
 
 

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
葛
つ
い
て
所
 
 

要
の
括
帯
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

対
照
表
 
 

（
傍
鋭
部
分
は
修
正
部
分
）
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社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
曹
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
 
 

平
成
十
九
年
四
月
二
十
六
日
 
 

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
 
 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
ペ
き
で
あ
る
。
 
 

一
、
介
護
福
祉
士
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
教
育
力
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
養
成
施
設
ル
ー
ト
、
福
 
 

祉
系
高
校
ル
ー
ト
及
び
実
務
経
験
ル
ー
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
同
等
の
水
準
の
知
識
及
び
技
能
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
措
 
 

置
す
る
こ
と
。
ま
た
、
本
改
正
に
よ
る
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
方
法
の
見
直
し
に
併
せ
て
、
介
護
報
酬
の
見
直
し
な
ど
制
 
 

度
面
を
含
め
て
介
護
福
祉
士
の
社
会
的
評
価
に
見
合
う
処
遇
の
確
保
に
つ
な
が
る
施
策
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
。
 
 

二
、
介
護
労
働
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
雇
用
管
理
や
労
働
条
件
の
故
事
の
促
進
、
生
涯
を
通
じ
た
能
力
開
発
及
び
キ
ャ
リ
ア
 
 
 

ア
ッ
プ
の
支
援
、
潜
在
マ
ン
パ
ワ
ー
の
就
業
促
進
等
の
実
効
性
あ
る
介
護
労
働
力
確
保
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
。
 
 

三
、
介
護
職
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
介
護
福
祉
士
を
基
本
と
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
介
護
福
祉
士
へ
の
円
滑
な
移
 
 
 

行
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
施
乗
の
在
り
方
を
十
分
検
討
す
る
こ
と
。
 
 

四
、
准
介
護
福
祉
士
の
仕
組
み
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
間
の
経
済
連
携
協
定
と
の
整
合
を
確
保
す
る
観
点
に
も
配
慮
し
て
暫
定
 
 

4   



的
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
福
祉
士
制
度
の
見
直
し
後
の
介
護
福
祉
士
の
受
入
れ
の
在
り
方
に
つ
い
て
早
 
 
 

急
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
と
調
整
を
行
う
等
の
対
応
を
行
い
、
そ
の
筋
果
を
踏
ま
え
、
速
や
か
に
介
護
福
祉
士
へ
の
統
一
化
を
図
 
 

る
こ
と
〇
 
 
 

五
、
実
務
経
験
ル
ー
ト
に
新
た
に
課
さ
れ
る
」
ハ
月
以
上
の
養
成
課
程
に
つ
い
て
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
者
の
負
担
軽
減
に
配
慮
し
、
 
 
 

通
信
課
程
を
認
め
る
ほ
か
、
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
と
な
る
よ
う
に
基
準
の
設
定
を
行
う
こ
と
。
 
 

六
、
厚
生
労
働
省
令
に
お
い
て
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
ル
ー
ト
を
規
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
律
上
の
資
格
取
得
ル
ー
ト
 
 

と
の
間
で
、
教
育
内
容
及
び
実
務
経
験
の
水
準
の
均
衡
に
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
今
後
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
養
 
 

成
に
係
る
新
た
な
仕
組
み
を
設
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
現
在
の
資
格
制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
十
分
検
討
を
行
い
、
現
場
が
 
 
 

混
乱
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 

七
、
社
会
的
援
助
の
子
ズ
か
増
大
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
重
度
の
認
知
症
や
障
害
を
持
つ
者
等
へ
の
対
応
、
サ
ー
ビ
 
 

ス
管
理
等
の
分
野
に
お
い
て
、
よ
り
専
門
、
的
対
応
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
専
門
社
会
福
祉
士
及
び
専
門
介
護
福
 
 

祉
士
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
介
護
福
祉
士
を
は
じ
め
、
関
連
分
野
専
門
職
が
社
会
福
祉
 
 
 

士
と
な
る
た
め
の
必
要
な
履
修
認
定
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。
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八
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
検
討
の
場
を
設
け
、
必
要
な
知
識
及
 
 
 

び
技
鱒
を
総
合
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と
。
 
 

九
、
社
会
福
祉
士
の
任
用
・
活
用
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
改
正
事
項
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
関
係
機
関
に
対
し
周
 
 
 

知
徹
底
を
図
る
こ
と
。
 
 

右
決
議
す
る
。
 
 
 




